
楠公の末裔たちの幕末・明治

　　（1）

　
　
　
　
　
　
　
　

楠
公
の
末
裔
た
ち
の
幕
末
・
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
楠
家
所
蔵
『
柏
原
家
系
譜
』
の
記
載
を
中
心
に
―

本
　
間
　
正
　
幸

　
　
　
　
　
一

　
比
叡
山
を
間
近
に
臨
む
風
光
明
媚
の
地
、
洛
北
岩
倉
。
そ
の
地
の
古
刹
に
五
升
庵
瓦
全
（
延
享
元
〈
一
七
四
四
〉
―
文
政
八
〈
一
八
二
五
〉）

は
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
寺
の
名
は
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
（
京
都
市
左
京
区
岩
倉
）。
か
つ
て
は
市
中
寺
町
二
条
に
敷
地
を
構
え
、
松

永
貞
徳
造
営
「
雪
の
庭
」
や
安
珍
清
姫
ゆ
か
り
の
梵
鐘
で
知
ら
れ
る
古
刹
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
江
戸
期
に
は
度
重
な
る
大
火
に
伽
藍
を
焼
か

れ
、
近
代
以
降
も
法
令
に
よ
っ
て
幾
度
か
寺
領
を
縮
小
さ
れ
る
悲
運
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
を
機
に

都
塵
を
離
れ
た
現
在
の
地
に
移
転

（
１
）

。
お
そ
ら
く
は
そ
の
際
で
あ
ろ
う
。
瓦
全
一
族
の
墓
碑
は
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
崩
落
防
止
の
た
め
ワ
イ

ヤ
ー
で
一
括
り
に
さ
れ
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
ど
れ
が
瓦
全
の
も
の
か
判
別
し
が
た
い
状
態
に
あ
る
（【
図
版
】
Ａ
―
１
参
照
）。

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
柏
原
瓦
全
と
い
う
俳
人
。
師
に
当
た
る
田
中
蝶
夢
の
蕉
風
復
興
運
動
に
与
し
た
り
、
五
升
庵
を
継
い
で
師
の
顕
彰
活
動
に

寄
与
し
た
り
、
そ
の
功
績
で
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
家
系
に
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
未
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、そ
れ
に
光
を
当
て
よ
う
に
も
、菩
提
寺
の
過
去
帳
は
禁
門
の
変
（
元
治
元
〈
一
八
六
四
〉

年
）
の
大
火
で
焼
失
。
先
述
し
た
よ
う
に
墓
碑
の
方
も
ワ
イ
ヤ
ー
で
一
括
り
に
さ
れ
、
碑
面
の
確
認
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。
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（2）　　

　
こ
れ
以
上
の
調
査
は
無
理
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
折
、
子
孫
に
当
た
る
楠
ま
さ
氏
（
京
都
府
在
住
）
が
同
寺
の
檀
家
と
し
て
御
健
在
で
あ
る

と
い
う
噂
を
耳
に
し
た
。
そ
の
後
同
寺
の
執
事
中
村
英
司
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
拝
面
か
な
い
、
所
蔵
品
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
披
見
し
た

資
料
は
、
同
家
の
系
図
（
冊
子
本
と
巻
物
、
各
一
点
）、
瓦
全
自
筆
和
歌
短
冊
、
瓦
全
夫
婦
と
そ
の
両
親
の
位
牌
の
三
種
類
。
そ
れ
以
外
の
伝

来
品
は
、
残
念
な
が
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
結
期
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　
以
下
、
坡
見
し
た
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
最
初
に
挙
げ
た
系
図
に
つ
い
て
。
同
家
に
は
『
橘
宿
禰
朝
臣

大
系
譜
』（
巻
首
題
）
と
題
す
る
大
本
一
冊
（
以
下
『
大
系
譜
』
と
略
称
）
と
『
柏
原
家
系
譜
』（
巻
首
題
）
と
題
す
る
巻
物
一
巻
（
以
下
『
系
譜
』

と
略
称
）
と
が
伝
存
す
る
（【
図
版
】
Ｂ
参
照
）。
両
者
は
合
わ
せ
て
一
対
の
系
図
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
に
は
難
波
皇
子
か
ら
正
雅
ま
で
、
後

者
に
は
正
亮
か
ら
正
彦
ま
で
が
掲
載
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
正
亮
か
ら
正
雅
ま
で
は
両
者
に
重
複
し
て
掲
載
）。
両
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
手

で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、成
立
の
経
緯
は
不
明
。
拙
稿
「『
柏
原
家
系
譜
』
と
五
升
庵
瓦
全
の
家
系
―
扇
商
の
実
態
を
中
心
に
―
」

（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
二
一
五
号
　
平
25
・
9
）
で
は
、
後
者
『
系
譜
』
の
記
載
に
注
目
し
な
が
ら
、
家
業
で
あ
る
扇
商
の
実
態
に
つ
い
て
簡

単
に
報
告
し
た
。
書
誌
等
の
詳
細
も
含
め
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
に
同
家
が
所
蔵
す
る
資
料
は
瓦
全
自
筆
和
歌
短
冊
と
瓦
全
夫
婦
と
そ
の
両
親
の
位
牌
の
み
。
前
者
自
筆
和
歌
短
冊
は
、
字
の
印
象

か
ら
比
較
的
若
い
頃
の
染
筆
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の
。
捲
り
と
思
わ
れ
る
日
に
焼
け
た
短
冊
の
表
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
和
歌
が
書
き
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
僧
日
蓮
　
新
ら
し
く
開
き
し
法
の
花
の
上
に
ね
た
む
あ
ら
し
の
吹
す
さ
び
け
ん
　
　
瓦
全

裏
面
に
は
次
の
よ
う
な
書
き
付
け
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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　　（3）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
丗
四
年
十
二
月
丗
一
日
　
阿
刀
弘
文
恭
贈

　
　
　
　
五
舛
菴
二
世
瓦
全
御
裔
孫
　
楠
家
御
中

こ
れ
を
見
る
と
東
寺
の
第
四
十
三
世
執し

ぎ
ょ
う行

阿
刀
弘
文
氏
が
「
恭
贈
」
し
た
短
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
当
主
の
記
憶
を
溯
る
に
、
東
寺

で
の
展
覧
会
の
た
め
伝
来
書
を
借
用
に
来
た
折
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
も
う
一
点
は
瓦
全
夫
婦
と
そ
の
両
親
の
位
牌
。
同
家
に
は
夫
婦
一
基
ず
つ
に
合
祀
し
た
、い
わ
ゆ
る
「
夫
婦
位
牌
」
な
る
も
の
が
伝
存
す
る
。

そ
の
表
裏
に
は
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ア
　
南
無
妙
　
　 

榮
昌
院
妙
絶
日
閑
　
　
　
　
　
　〈
裏
〉  

栄
　
明
和
七
庚
寅
年
正
月
四
日

　
　
　
　
　
　

法
蓮
華
経

　
林
昌
院
常
山
日
松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
宝
暦
九
巳
卯
年
五
月
十
五
日

　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
蓮
池
院
瓦
全
日
芳
居
士

　
　
　
　
　

妙
法

　
　 

　
蓮
心
院
妙
恵
日
栄
信
尼
　
　
　
　 
〈
裏
〉  

な
し

　
ア
は
瓦
全
の
両
親
の
位
牌
。「
林
昌
院
常
山
日
松
」
が
父
親
、「
榮
昌
院
妙
絶
日
閑
」
が
母
親
の
法
号
（
戒
名
）。
裏
面
の
記
載
を
見
る
と
、

父
親
は
瓦
全
十
六
歳
の
折
、
母
親
は
二
十
七
歳
の
折
に
そ
れ
ぞ
れ
逝
去
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
イ
は
瓦
全
夫
婦
の
位
牌
。
裏
面
に
没
年
の

記
載
が
見
ら
れ
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
瓦
全
の
妻
に
付
さ
れ
た
「
信
尼
」
の
位
号
が
目
を
引
く
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
は
瓦
全
没
後
の

あ
る
時
期
に
出
家
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か

（
２
）

。

　
と
ま
れ
、
同
家
に
伝
わ
る
も
の
は
右
に
挙
げ
た
系
図
・
短
冊
・
位
牌
の
三
種
類
の
み
。
し
か
も
先
述
し
た
よ
う
に
和
歌
短
冊
は
阿
刀
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
同
家
に
伝
来
し
た
物
で
は
な
い
。
と
す
る
と
同
家
の
伝
来
品
は
系
図
と
位
牌
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
に
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（4）　　

な
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
連
綿
と
続
く
家
柄
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
に
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
し
か
伝
来
品
が
存
在
し

な
い
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
幕
末
・
明
治
の
頃
同
家
を
襲
っ
た
あ
る
出
来
事
の
余
波
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
出
来
事

に
よ
っ
て
同
家
が
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
喪
失
の
歴
史
を
垣
間
見
て
み
た
い
と
思
う
。
同
家
所
蔵
『
系
譜
』
の
中
に
は
、
同
家
の
伝
来
品
を

め
ぐ
っ
て
派
生
し
た
「
喧
噪
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
事
態
が
詳
細
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二

　
本
題
に
入
る
前
に
『
系
譜
』
全
体
を
眺
め
渡
し
て
気
付
い
た
点
を
二
つ
ば
か
り
示
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
瓦
全
の
家
系
が
菩
提
寺
の
妙
満
寺
と
極
め
て
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
。『
系
譜
』
を
見
る
と
妙
満
寺
の
貫
首
や
同
寺
の
末
寺

成
就
院
の
住
職
を
務
め
た
者
が
一
族
の
中
に
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
瓦
全
の
大
叔
父
日
寬
と
そ
の
甥
素
休
の
記
載
に
注
目
し
よ
う

（
３
）

。

僧
都
日
寬
　
同
上
（
正
茂
）
四
男
。
幼
名
照
市
。
出
家
而

初
号
正
好
日
了
、
後
體
玉
日
寬
。
十
三
歳
ニ

し
て
都
ニ

の
ぼ
つ
て
出
家
と
な
り
、

本
山
妙
満
寺
ニ

お
ゐ
て
得
道
し
成
就
院
律
師
日
恕
ニ

随
ふ
。
長
じ
て
後
、
上
総
國
宮
谷
檀
林
ニ

入
て
修
学
を
と
げ
、
終
ニ

能
化

と
な
り
て
再
都
本
山
ニ

登
り
、
歴
代
八
十
二
世
の
法
燈
を
か
ゝ
げ
、
檀
林
四
天
の
學
匠
と
仰
る
。

	

宝
暦
二
年
壬

申
十
月
十
五
日
於
上
総
、
遷
化
　
六
十
二
歳
　

	

　
　
　
　 

　
　

関
本
法
寺
住

祢
天
受
院
権
少
僧
都
體
玉
日
寬

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬
五
井
圓
乗
寺

	

　
　
　
　
本
山
歴
代
之
法
孫

	

　
東
金
西
福
寺

日
遠
　

土
氣
善
勝
寺

日
満
　

田
中
法
光
寺

日
詮
　

土
氣
善
勝
寺

日
精
　

田
中
法
光
寺

日
題
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　　（5）

素
休
　
　	

正
實
男
。
出
家
。

	

日
寬
上
人
の
弟
子
と
な
り
修
学
を
と
げ
て
本
山
成
就
院
の
住
職
と
な
り
て
日
照
と
い
ふ
。
法
孫
今
ニ

有
。

	

安
永
八
年
己

亥
四
月
廿
二
日
遷
化

　
没
年
か
ら
逆
算
す
る
に
、
日
寬
の
生
年
は
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
。
妙
満
寺
に
お
い
て
得
度
し
、
同
寺
の
貫
首
に
ま
で
登
り
つ
め
た
人
物

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
系
譜
』
で
法
孫
に
あ
げ
ら
れ
る
日
詮
も
そ
の
縁
者
（
日
寛
の
妹
の
曾
孫
）
に
他
な
ら
な
い
。『
系
譜
』
に
は
記
載
さ
れ
な

い
が
、
前
掲
中
村
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
詮
も
ま
た
妙
満
寺
の
貫
首
を
努
め
た
人
物
で
あ
り
、
字
は
寛
順
。
文
政
四
年
の
旱
魃
の
際
、

祈
雨
の
儀
式
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、「
雨
乞
日
詮
」
と
呼
ば
れ
た
記
録
も
あ
る
ら
し
い
。
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
八
月
、
妙
満
寺
に
て
遷
化

（
五
十
五
歳
）。
そ
こ
か
ら
逆
算
す
れ
ば
生
年
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
と
な
る
。
ま
た
日
寛
の
甥
素
休
（
日
照
）
も
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
妙

満
寺
成
就
院
の
住
職
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物
を
輩
出
し
た
家
系
に
育
っ
た
た
め
、
瓦
全
の
中
に
も
法
華
宗
へ
の
堅
固
な

信
仰
心
が
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
蓮
へ
の
尊
敬
の
念
は
前
掲
和
歌
短
冊
の
中
に
も
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
重
要
な
特
徴
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
同
家
が
系
図
上
、
楠
木
正
成
の
流
れ
を
汲
む
家
系
に
当
た
る
と
い
う
点
だ
。
藤
田
精
一
郎

氏
『
楠
氏
研
究
』（
積
善
館
　
昭
和
十
七
年
増
訂
七
版
）
に
よ
れ
ば
、「
楠
氏
系
図
」
に
は
「
群
書
類
従
本
橘
系
図
」「
尊
卑
分
脈
楠
系
図
」
を
始
め
、

「
河
内
甲
斐
庄
楠
系
図
」「
讃
岐
高
松
楠
系
図
」
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
る
よ
う
だ
。
同
家
の
系
図
は
「
丹
波
國
柏
原
系
圖
」
の
名
で
挙
げ
ら
れ

る
も
の
と
同
類
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
『
大
系
譜
』『
系
譜
』
に
よ
っ
て
正
成
以
降
の
流
れ
を
簡
単
に
示
せ
ば
、末
尾
に
挙
げ
た
【
系

図
】
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
同
家
は
正
成
の
三
男
正
儀
の
流
れ
を
汲
む
家
系
で
あ
り
、
瓦
全
は
正
成
か
ら
数
え
て
二
十
代
目
の
当
主
に
当
た
る
こ
と
が
わ

か
る
。
と
す
れ
ば
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
版
『
平
安
人
物
志

（
４
）

』
で
「
橘
」
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
理
由
も
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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（6）　　

　
　
橘0

員
仍
　

号
瓦
全
又
号
五
舛

庵
八
条
殿
町
　
　
　

　
　
柏
原
鳩
笻

　
橘
姓
は
楠
木
氏
の
本
姓
で
あ
り
、そ
も
そ
も
前
掲
『
大
系
譜
』
の
巻
首
題
自
体
に
「
橘0

宿
禰
朝
臣
大
系
譜
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

柏
原
姓
は
一
説
に
正
勝
（
正
儀
の
長
男
）
が
丹
波
の
国
上
杉
庄
に
移
住
し
た
際
、「
上
杉
荘
の
隣
の
地
、
山
筋
を
ひ
と
つ
越
え
た
と
こ
ろ
」
に

あ
る
字
の
名
（
上
柏
原
・
下
柏
原
）
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る

（
５
）

。
し
か
し
、『
大
系
譜
』
の
記
載
に
従
え
ば
、
正
勝
の
代
で
あ
る
こ
と
は
同

じ
な
が
ら
、
そ
の
理
由
は
「
父
正
儀
好
栢
樹
干
庭
、
有
森
々
古
木
。
時
人
称
之
柏
原
殿
。
以
此
申
称
柏
原
」、
す
な
わ
ち
正
儀
が
柏
を
好
み
庭

に
植
え
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
藤
田
氏
が
前
掲
書
の
冒
頭
に
お
い
て
「
吾
人
、
今
に
し
て
尚
ほ
忠
烈
無
比
の
大
楠
氏
家
系
を
詳
に
す
る
能
は
ず
、
ま
た

今
に
し
て
そ
の
正
裔
を
明
か
に
す
る
能
は
ざ
る
は
、
誠
に
遺
憾
の
こ
と
な
り
と
す
」
と
記
す
よ
う
に
、
楠
氏
の
系
譜
に
関
し
て
は
不
明
な
部
分

が
多
い
。
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
そ
の
名
乗
り
す
ら
も
後
出
史
書
に
は
、
彼
此
混
同
し
、
そ
の
血
族
關
係
に
於
て
も
、
諸
書
互
に
矛
盾
せ
る

も
の
あ
り
」
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
氏
は
「
丹
波
國
柏
原
系
圖
」
に
関
し
て
も
、
正
虎
を
寛
正
頃
の
人
と
す
る
点

（
６
）

を
「
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
」

も
の
と
し
て
お
り
、
同
家
が
楠
公
の
血
脈
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
は
、
今
後
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
べ
き
問
題
と
言
え
よ
う

（
７
）

。

　
本
稿
で
は
む
し
ろ
幕
末
・
明
治
の
頃
、
同
家
が
世
間
か
ら
楠
公
の
一
族
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
伝
来
品
が
注
目
を
集
め
て
い
た
と
い
う
事
実
の

方
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
族
の
中
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
人
生
を
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
物
も
存
在
す
る
か
ら
だ
。

七
代
続
い
た
扇
商
の
主
人
か
ら
一
躍
岡
山
藩
士
へ
と
転
身
し
た
瓦
全
の
曾
孫
正
家
こ
そ
、そ
の
人
物
に
他
な
ら
な
い
。『
系
譜
』に
よ
れ
ば
、「
楠
」

へ
の
改
姓
も
こ
の
時
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
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三

　
少
々
長
く
は
な
る
が
、
正
家
に
関
す
る
『
系
譜
』
中
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
み
よ
う
（【
図
版
】
Ｃ
参
照
）。

正
家
　
正
克
男
。
正
太
郎
。
継
業
、
改
嘉
祐
。
後
、
復
旧
姓
、
号
楠
次
郎
左
衛
門
、
後
改
号
繁
夫
。

元
治
元
年
三
月
備
州
松
平
備
前
守
殿 

水
戸
中
納
言
斉
明
卿
　

御
九
男
池
田
家
御
相
續 

御
在
京
中
、
不
圖
達
御
聞
、
當
家
傳
宝
入
御
覧
、
目
通
被
仰
付
、
御
料
理
幷
御
産
物

隈
濃
縮
緬
壱
巻
被
下
之
。
慶
應
二
年
十
一
月
廿
五
日
依
御
懇
望
、
傳
来
家
寶
之
内
左
之
品
位
献
之
。

　
　

母
公
夢
中
ニ
多
門
天
出
現
其
形
容
ヲ
以
テ
造
ル
所
也
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
御
秘
蔵
ノ
品
ナ
リ

一●

楠
公
御
着
初
卯
花
威
具
足
皆
具●

辛
櫃
入
　
一●

楠
公
唐
織
御
陣
羽
織
山
吹
ナ
ガ
シ

紋
付
　
　

一●

楠
家
重
宝
忍
鈴
遠
祖
葛
城
王
ヨ
リ
傳
来
ノ

名
品
也
本
朝
三
箇
ノ
一

　
一●

楠
家
重
宝
青
銅
龍 

祈
晴
雨

起
雲

　
　

逗
子
入

一●

楠
公
御
正
像
正
行
君
筆
　 ●

一
正
行
君 
右
御
正
像

證
書
自
筆

　 ●

一
御
正
像
由
来
書
正
虎
君
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

後
醍
醐
帝
ヨ
リ
拜
領

一●

楠
公
御
物
御
工
風
形
文
庫
　 ●

一
楠
公
御
自
作
筯
冑
　 ●

一
楠
公
鏡
前
立
物 

背
面
ニ
天
皇

御
花
押
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　

竒
代
絶
品
ナ
リ

　
　
　
　
　
　 

山
吹
流
紋
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

正
虎
君
書

一●

楠
公
湊
川
御
所
持
西
蓮
国
吉
太
刀
　 ●

一
楠
公
御
物
鈴 
御
名
幷

年
号
有

　 ●

一
虎
巻
壱
巻

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
公
御
筆

　
　
　
　
　

楠
公
御
筆

　
　
　
　
　
　

正
虎
君
書

一●

楠
公
御
筆
二
相
ノ
傳
　 ●

一
玉
方
陣
記
　 ●

一
戦
闘
手
段
篇
　 ●

一
楠
家
軍
法
秘
書
三
巻

　
　
　
　
　
　
　 

正
廣
君
書

　
　
　
　
　 

正
廣
君
加
注

一●

軍
法
書
　 ●

一
楠
家
兵
法
書
　 ●

一
雄
鑑
抄
　 ●

一
楠
公
角
形
陣
太
鼓
　
以
上
廿
二
品
也

右
同
年
十
二
月
一
日
於
京
都
御
舘
被
召
抱
、
同
日
依
君
命
復
旧
姓
御
小
性
相
勤
御
衣
紋
方
被
仰
付
。
明
治
元
年
正
月
東
海
道
鎮
撫
緫
督
為

先
鋒
出
兵
、
金
方
兵
糧
方
緫
裁
相
勤
。
同
年
三
月
御
親
征
行
幸
供
奉
、
金
方
兵
糧
方
相
勤
。
明
治
三
年
京
都
岡
山
縣
出
張
所
奉
令
掛
兼
貨
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幣
金
見
届
役
廩
米
見
届
役
、
同
五
年
迄
相
勤
。
明
治
六
年
九
月
湊
川
神
社
任
権
祢
宜
補
兼
訓
導
、
同
七
年
十
二
月
辞
職
。
同
年
四
月
依
願

御
免
。

明
治
十
年
七
月
十
九
日
傳
来
家
宝
ノ
内
三
十
五
品
備
　
天
覧
、
不
願
而
自
然
蒙
御
沙
汰
、
家
之
百
回
目
為
子
孫
者
之
規
模
也
此
事
別
記
ニ
委
シ
。

　
同
家
は
継
業
の
際
、
表
記
こ
そ
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
「
カ
ス
ケ
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、「
継
業
、
改
嘉
祐
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
家
も
最
初
は

家
業
を
継
い
で
「
嘉
祐
」
を
名
乗
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
家
は
「
貴
嶺
扇
」
と
い
う
「
骨
十
一
本
、
地
が
赤
紙
の
扇
」（『
日
本
国
語
大

辞
典
第
二
版
』
第
四
巻
　
小
学
館
　
平
成
十
三
年
刊
）
を
こ
れ
ま
で
六
代
に
わ
た
っ
て
製
作
し
続
け
て
き
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
そ
の
「
貴

嶺
扇
」
に
関
し
て
『
喪
志
編
』（
伊
能
魚
彦
著
　
寛
延
二
〈
一
七
四
九
〉
年
成
）
か
ら
次
の
記
事
を
引
用
す
る
。

　
　
貴
嶺
扇
と
云
は
、
貞
和
の
比
の
帝
扇
合
の
御
遊
あ
り
し
と
き
、
諸
家
よ
り
種
々
の
扇
を
献
ず
。
中
山
家
よ
り
献
ぜ
し
が
此
扇
に
て
、
骨
十

　
　
一
本
、
地
は
赤
紙
也
。
此
扇
今
に
作
る
人
あ
り
て
、
由
来
は
記
に
詳
な
り
。

　
こ
れ
以
外
に
も
「
貴
嶺
扇
」
を
立
項
す
る
辞
書
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
を
年
代
順

に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ａ
　
扇あ

ふ
ぎ子

は
常
の
拾
本
骨
十
二
立た

ち

が
よ
し
、
壱
尺
二
三
寸
か
ら
上
の
大お

ほ
あ
ふ
ぎ

扇
子
貴き

れ
い嶺

扇せ
ん

此
二
品
は
必

く
も
た
ぬ
が
よ
し
　
　
　

（
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
年
『
間
似
合
早
粋
』）

ｂ
　
扇あ

ふ
ぎ子

は
京
都
の
き
れ
い
扇
に
丁
字
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
明
和
七
〈
一
七
七
〇
〉
年
序
『
興
談
浮
世
袋
』
二
）

ｃ
　
殿
中
扇
を
見
わ
た
せ
ば
、
わ
け
て
中
に
も
寄キ

レ
イ
セ
ン

麗
扇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
享
和
三
〈
一
八
〇
三
〉
年
『
歌
舞
伎
年
代
記
』
九
中
）
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ａ
は
前
田
勇
氏
編
『
近
世
上
方
語
辞
典
』（
東
京
堂
書
店
　
昭
和
三
十
九
年
刊
）、
ｂ
は
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
第
二
巻
（
角
川
書
店
　
昭
和

五
十
九
年
刊
）、
ｃ
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
前
掲
）
に
例
示
さ
れ
る
も
の
。
年
代
的
に
見
る
と
ａ
ｂ
が
瓦
全
、
そ
し
て
ｃ
が
そ
の
息
子
正
度

の
代
の
記
事
と
な
る
。
ａ
か
ら
は
一
般
の
扇
よ
り
も
大
ぶ
り
で
携
行
し
づ
ら
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
こ
と
、
ｂ
か
ら
は
丁
子
引
の
扇
と
人
気

を
二
分
し
合
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ｃ
に
「
殿
中
扇
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
公
家
だ
け
で
な
く
武
士
の
礼
装
用
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。『
翁
草
』（
神
沢
杜
口
著
　
寛
政
三
〈
一
七
九
一
〉
年
成
）
第
百
四
十
二
巻
に
は
扇
の
骨
に
ま
で
「
細
き
毛ケ

ボ
リ彫

」
を
施
し
た
風
流

な
仕
立
て
の
扇
で
あ
り
、
一
本
「
金
子
壱
両
」
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
携
行
し
づ
ら
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
振
り
で
華

美
な
装
飾
（
彫
刻
）
を
施
し
た
高
価
な
扇
は
、
貴
族
や
上
級
武
士
の
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　『
太
邇
波
志
』（
北
村
継
元
著
　
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
年
頃
成
か
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
も
見
受
け
ら
れ
る
。

上
杉
村
に
て
今
貴
嶺
扇
を
作
り
出
せ
り
と
い
ふ
。
貴
嶺
扇
ハ
そ
の
か
み
扇
合
に
中
山
殿
の
出
さ
れ
し
扇
の
製
な
り
。
中
山
二
字
、
貴
嶺
の

字
上
に
冠
り
た
れ
バ
名
づ
け
し
也
。

（『
福
知
山
市
史
　
史
料
編
三
』〈
福
知
山
市
役
所
・
平
成
二
年
刊
〉
に
よ
る
。
た
だ
し
、
引
用
に
際
し
、
任
意
に
句
点
・
濁
点
を
補
っ
た
）

　
同
書
の
成
立
時
点
（
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
年
頃
）
で
の
柏
原
家
の
当
主
は
三
代
目
の
正
當
。
こ
の
時
点
で
は
既
に
京
に
転
住
し
て
四
十
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、「
上
杉
村
に
て
今
…
作
り
出
せ
り
」
と
い
う
記
載
に
は
疑
問
が
残
る
。
こ
こ
は
転
住
前
後
の
正
雅
（
初
代
）
の
噂
を
現

在
の
こ
と
と
勘
違
い
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
右
に
よ
る
と
「
貴
嶺
」
の
命
名
は
「
貴
」「
嶺
」
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
頭
に
扇
を
献
上
し

た
中
山
家
の
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
序
『
誹
諧
名
所
方
角
集
』「
相
國
寺
」
の
項
に
「
境
内
の
竹
を
以
、
貴
嶺
扇
を
製
す
と
云
」
と
あ
る
の
も
正
雅
を

指
し
た
も
の
か
。『
系
譜
』
に
は
「
相
国
寺
門
前
ニ
偶
居
し
、
遂
ニ
扇
を
折
て
生
産
と
す
」
と
あ
る
。
安
永
四
年
時
の
当
主
は
瓦
全
だ
が
、
瓦
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全
が
相
国
寺
の
竹
を
利
用
し
た
と
い
う
記
載
は
、『
系
譜
』
中
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
国
富
文
庫
に
は
「
貴
嶺
扇
」
の
引
札
が
所
蔵
さ
れ
る
（【
図
版
】
Ｄ
参
照
）。
適
宜
句
読
点
・
濁
点

等
を
補
い
な
が
ら
全
文
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

貴
嶺
扇

昔
承
安
の
年
比
と
か
や
、
内
裏
に
御
扇
合
の
事
あ
り
て
人

ぐ
め
づ
ら
し
き
御
あ
ふ
ぎ
を
つ
く
り
て
奉
ら
せ
給
ひ
し
中
に
も

中
山
の
内
の
お
と
ゞ
の
風
流
の
御
扇
い
ろ 

く
を
好
出
し
て
つ
く
ら
せ
奉
り
け
る
ぞ
、い
と
御
興
あ
り
し
と
か
や
。
其
御
遺
風
、

家
の
手
す
さ
み
に
傳
り
、
今
是
に
お
も
ひ
よ
り
て
い
と
な
ミ
と
な
し
け
る
。
よ
つ
て
御
銘
を
き
れ
い
せ
ん
と
給
ふ
。

御
用
所
　

上
京
八
條
殿
町

柏
原
嘉
介

銘
の
頭
に
は
菊
の
紋
章
（
赤
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
御
用
所
」
の
表
記
は
「
柏
原
嘉0

介
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
系
譜
』
に
よ
る
限
り
、
こ
の

表
記
で
表
さ
れ
る
の
は
瓦
全
の
孫
正
克
た
だ
一
人
で
あ
り
、
そ
の
代
の
も
の
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
貴
嶺
扇
」
の
発
祥
と
さ
れ

る
宮
中
で
の
扇
合
が
、
右
で
は
「
承
安
」（
一
一
七
一
―
七
四
）
の
こ
と
と
さ
れ
、
前
掲
『
喪
志
編
』
が
「
貞
和
」（
一
三
四
五
―
五
〇
）
の
こ

と
と
す
る
の
と
齟
齬
を
来
し
て
い
る
。
前
者
と
解
す
れ
ば
扇
を
献
上
し
た
の
は
中
山
家
の
初
代
当
主
忠
親
、
後
者
と
解
す
れ
ば
六
代
目
の
当
主

定
宗
と
な
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
俄
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
系
譜
』
中
に
瓦
全
が
お
目
見
え
し
た
と
記
さ
れ
る
中

山
愛
親
は
こ
の
中
山
家
の
後
裔
、
二
十
一
代
目
の
当
主
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、『
系
譜
』
に
は
初
代
正
雅
か
ら
六
代
目
正
克
ま
で
す
べ
て
扇
の
銘
に
ち
な
ん
だ
「
貴
嶺
□
代
の
祖
」
と
い
う
称
号
が
付

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
七
代
目
の
正
家
に
の
み
、
そ
の
称
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
家
業
で
め
ぼ
し
い
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
転

職
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
家
を
最
後
に
『
系
譜
』
中
か
ら
「
カ
ス
ケ
」
の
名
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、
代
々
続
い
た
家
業
に
も

幕
が
下
ろ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

271



楠公の末裔たちの幕末・明治

　　（11）

　
そ
の
転
機
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
訪
れ
た
。
楠
公
の
末
裔
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
在
京
中
の
岡
山
藩
主
（
池
田
茂
政
）
が
、
伝
来
品
を

観
覧
し
、
献
上
を
懇
望
。
そ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
二
年
後
の
慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
十
一
月
二
十
五
日
に
希
望
の
品
を
献
上
し
、
そ
れ
を

機
に
在
京
の
岡
山
藩
士
（
七
人
扶
持
中
小
姓
）
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
同
時
に
楠
姓
に
復
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て

も
い
る
の
で
あ
る
。『
系
譜
』
中
に
は
献
上
し
た
品
物
が
「
廿
二
品
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、実
際
に
は
二
十
一
品
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
正
家
が
岡
山
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
経
緯
を
綴
っ
た
別
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
所
蔵
『
御
奉
公

之
品
書
上

（
８
）

』
な
る
仮
綴
じ
本
が
そ
れ
だ
（
以
下
『
書
上
』
と
略
称
）。
筆
者
の
岡
山
藩
士
楠
繁
夫
は
、『
系
譜
』
中
に
も
「
後
改
号
繁
夫

0

0

」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
正
家
の
改
名
後
の
名
前
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
正
家
自
身
が
記
し
た
書
上
が
池
田
家
文
庫
に
伝
存
す
る
の
だ
。
同
書
に

よ
れ
ば
、
献
納
し
た
品
は
十
九
品
。『
書
上
』
で
は
、『
系
譜
』
中
の
「
楠
公
御
正
像
正
行
君
筆
」「
正
行
君
右
御
正
像

證
書
自
筆

」「
御
正
像
由
来
書
正
虎
君
筆

」
を

一
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
そ
の
数
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
分
け
て
数
え
れ
ば
や
は
り
二
十
一
品
が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
書
上
』

に
よ
れ
ば
、
一
度
に
十
九
品
を
全
て
献
上
し
た
の
で
は
な
く
、
慶
應
二
年
十
一
月
二
十
五
日
に
以
前
か
ら
懇
望
の
十
四
品
を
献
上
し
、
岡
山
藩

士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
後
、
再
度
同
年
十
二
月
八
日
に
五
品
が
追
加
献
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　『
系
譜
』
中
に
は
生
没
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
書
上
』
が
書
か
れ
た
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
「
私
義
當
年
三
十
八
歳
罷
成
申
候
」

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
生
年
は
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
と
判
明
す
る
。
と
す
れ
ば
、
二
十
九
歳
の
時
に
父
正
克
に
死
別
。
そ
の
頃
に

は
既
に
家
業
を
継
い
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
元
治
元
年
、
三
十
三
歳
の
年
に
岡
山
藩
主
の
面
識
を
得
、
以
後
は
先
述
し
た
よ
う
な

経
緯
を
辿
る
。
四
十
二
歳
の
時
（
一
八
七
三
年
）、正
成
を
祀
る
湊
川
神
社
の
祢
宜
補
兼
訓
導
職
に
任
じ
ら
れ
る
が
、翌
年
（
一
八
七
四
年
）
辞
職
。

同
年
、
岡
山
藩
士
も
依
願
退
職
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
四
十
六
歳
ま
で
生
存
し
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
が
、
正
確
な

没
年
は
不
明
。
た
だ
し
、三
男
正
彦
に
関
す
る
『
系
譜
』
中
の
記
載
に
「
生
後
半
ン

年
ニ
シ
テ

父
ヲ

失
ヒ

」
と
あ
る
。
正
彦
が
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）

年
に
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
明
治
十
一
、二
（
一
八
七
八
、七
九
）
年
頃
、
五
十
歳
を
前
に
没
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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そ
れ
に
し
て
も
、
驚
く
べ
き
は
正
家
が
岡
山
藩
に
か
な
り
の
数
を
献
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
「
三
十
五
品
」
も
の
伝
来
品
を
明
治

十
年
に
天
覧
に
供
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、『
系
譜
』
中
の
「
別
記
」
が
何
を
指
す
か
は
不
明

（
９
）

）。
既
に
献
上
し
た
品
物
と
合
せ
れ
ば
、

五
十
四
点
も
の
点
数
に
の
ぼ
る
。
も
と
も
と
同
家
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
点
数
が
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
系
譜
』
に
よ
れ
ば
瓦

全
の
代
に
天
明
の
大
火
に
罹
災
し
居
宅
を
失
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
こ
れ
ら
の
品
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
興

味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
四

　
そ
の
子
正
雄
・
正
彦
の
代
に
至
る
と
、
楠
公
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
喧
伝
さ
れ
、
い
っ
そ
う
世
間
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。

正
雄
に
関
す
る
『
系
譜
』
中
の
記
載
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
正
雄
　
同
上
（
正
家
）
男
。
母
同
上
。
正
家
ノ

後
ヲ

継
グ

。
十
八
歳
死
去
。
恭
敬
院
信
樂
日
法
居
士

　
　
　
　
　
幼
時
父
ヲ

失
ヒ

專
ラ

母
ニ

育
テ
ラ
ル

。
或
縁
故
ニ
ヨ
リ

元
京
都
府
知
事
北
垣
國
道
氏
ノ

指
導
恩
顧
ヲ

蒙
リ
タ
ル

事
ア
リ
シ
モ

未
ダ

何
等
ナ
ス
ト
コ
ロ
ナ
ク
シ
テ

十

　
　
　
　
　
八
才
ニ
テ

早
世
ヲ

見
タ
リ

。

　
　
　
　
　
明
治
十
八
年
七
月
十
八
日
正
成
公
五
百
五
十
年
祭
事
執
行
ス

。
之
ニ
ツ
キ

日
出
新
聞
紙
上
ニ

左
記
之
通
廣
告
ス

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
告

　
　
　
　
　
本
月
家
祖
正
一
位
正
成
公
五
百
五
十
年
正
當
ニ

付
来
ル

十
八
日
洛
東
建
仁
寺
方
丈
ニ

於
テ

祭
事
執
行
ス

。
伏
テ

乞
諸
君
追
遠
ノ 

微
志
ヲ

賛

　
　
　
　
　

ケ

詩
文
和
歌
等
祭
神
ヘ
御
寄
贈
ヲ

得
バ

啻
ニ

祭
典
ニ

光
榮
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

、
靈
位
弔
慰
ノ

旨
ヲ

貫
徹
シ

弊
家
ノ

大
幸
不
過
之
候
。
當
翌
日
共
傳

　
　
　
　
　
来
ノ

震
翰
及
遺
物
ヲ

祭
場
ニ

陳
列
シ

諸
彦
ノ

觀
ニ

供
ス

。
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右
の
「
謹
告
」
は
『
日
出
新
聞
』（
現
・
京
都
新
聞
）
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
七
月
十
五
日
（
水
）・
第
八
十
三
号
（
四
面
四
段
目
）
に

ほ
ぼ
同
文
で
掲
載
さ
れ
、
末
尾
に
「
列
品
參
觀
期
　
十
八
日
午
前
十
時
ヨ
リ

午
後
四
時
迄
／
十
九
日
午
前
七
時
ヨ
リ

正
午
十
二
時
迄
／
祭
主
　

二
十
四

代
目

楠
正
雄
／
後
見
　
生
駒
正
久
」
と
付
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
な
お
、
同
紙
同
月
二
十
一
日
（
火
）・
第
八
十
八
号
（
三
面
四
段
目
）
に
は
こ
の
時
の

記
事
が
「
楠
公
祭
」
の
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
る
。
少
々
長
く
は
な
る
が
、
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
内
容
的
に
興
味
深
い
部
分
も
含

む
の
で
全
文
を
紹
介
し
た
い
（
括
弧
内
は
原
丈
の
マ
マ
）。

洛
東
建
仁
寺
に
於
て
、
十
八
日
に
執
行
せ
し
楠
公
五
百
五
十
年
祭
主
は
公
が
二
十
四
代
の
正
統
楠
正
雄
氏
に
て
、
祭
場
の
壇
上
へ
ハ
公
の

肖
像
（
嫡
男
正
行
母
の
命
に
依
り
自
筆
に
之
を
模
写
せ
し
も
の
に
て
裱
装
ハ
公
が
鎧
直
垂
の
裂
地
を
用
ゆ
）
を
祭
り
、
神
官
祝
辭
を
奏
し

祭
主
以
下
拜
禮
し
て
式
を
畢
る
。
此
日
嘗
て
（
明
治
十
年
）
天
覧
に
供
し
た
る
正
雄
氏
の
秘
蔵
品
た
る
後
醍
醐
天
皇
の
宸
翰
幷
び
に
公
及

び
一
族
の
遺
墨
遺
品
百
二
十
餘
点
を
虫
拂
ひ
の
爲
、
同
寺
の
客
殿
に
陳
列
し
參
詣
の
諸
人
に
縦
覧
せ
し
む
。
就
中
、「
万
國
細
見
の
圖
」

三
幅
は
公
が
十
四
代
目
柏
原
正
廣
氏
（
号
一
齋
）
が
著
述
せ
し
も
の
に
て
、
貞
享
の
比
、
其
孫
正
茂
氏
は
大
石
良
雄
氏
と
交
情
深
く
し
て

良
雄
氏
が
懇
望
に
任
せ
、
一
旦
譲
り
與
へ
し
も
、
元
祿
中
主
家
の
凶
變
に
際
し
て
湮
滅
せ
ん
事
を
恐
れ
、
楠
家
へ
返
戻
せ
し
由
緒
あ
る
圖

な
り
と
云
。又
此
祭
典
に
付
て
諸
方
よ
り
詠
進
せ
し
和
歌
は
三
百
十
有
餘
章
に
及
び
し
が
、其
内
耳
に
止
り
し
二
三
を
左
に
掲
ぐ
。題
ハ「
詠

史
」
及
び
「
壞
舊
」
な
り
。

大
君
の
御
夢
の
う
ち
に
顕
れ
し
楠
の
大
樹
の
根
こ
そ
ゆ
る
が
ね
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
千
胤

ま
ご
ゝ
ろ
の
靈
の
光
り
ハ
世
に
み
ち
て
民
ぐ
さ
あ
を

（
マ
マ
）ぐ

楠
の
神
　
　
　
　
　
　
　
赤
澤
太
冲

あ
か
ね
さ
す
光
と
共
に
曇
な
き
君
が
い
さ
を
ハ
か
ゞ
や
き
に
鳧け

り

　
　
　
　
　
　
富
岡
は
る
子

君
が
爲
花
と
ち
れ
共
い
さ
を
し
ハ
い
ま
も
匂
へ
る
櫻
井
の
さ
と
　
　
　
　
　
　
三
井
つ
う
子

大
御
代
の
杖
柱
と
も
頼
み
し
を
中
折
れ
し
つ
る
楠
を
し
ぞ
思
ふ
　
　
　
　
　
　
三
景
樓
花
扇
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公
の
御
墳
し
る
し
の
臥
龍
梅
を
よ
め
る

　

樟
樹
を
梅
に
う
つ
し
て
お
く
つ
き
の
印
の
い
し
に
薫
り
つ
る
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
美
蔭

ま
め
心
こ
り
て
石
共
成
に
け
る
楠
ハ
く
す
し
き
木
に
社こ

そ

有
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
拜
郷
蓮
茵

　
右
の
記
事
を
見
る
と
、
同
家
に
は
明
治
十
八
年
の
時
点
で
「
百
二
十
餘
点
」
も
の
伝
来
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
岡
山
藩
へ

の
献
上
品
と
合
わ
せ
る
と
総
計
百
四
十
点
以
上
も
の
点
数
が
か
つ
て
存
在
し
た
計
算
と
な
る
。
そ
の
内
の
一
つ
、
正
廣
筆
「『
万
國
細
見
の
圖
』

三
幅
」
は
、
正
茂
が
大
石
良
雄
に
寄
贈
し
た
物
だ
が
、
吉
良
邸
へ
の
討
ち
入
り
へ
と
発
展
す
る
「
主
家
の
凶
變
」
に
際
し
、
同
家
に
返
戻
さ
れ

た
曰
く
付
き
の
代
物
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
献
歌
し
た
人
々
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
、
当
時
の
歌
人
・
医
師
・
国
学
者
な
ど
錚
々
た
る
面
々

が
名
を
連
ね
て
お
り
、
同
家
の
交
際
の
幅
広
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
中
に
は
富
岡
鉄
斎
の
妻
・
晴
子
の
名
前
も
見
え
る
。

　
祭
主
の
正
雄
は
正
家
の
次
男
。『
系
譜
』
に
生
没
年
の
記
載
は
な
い
が
、
長
男

（
（1
（

の
成
之
助
が
慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
十
二
月
に
「
當
才
」

で
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
の
誕
生
と
推
測
さ
れ
る
。
十
八
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
る
が
、
明
治
十
八
年
に
建
仁
寺
で
こ
の
祭
事
を
営

ん
で
い
る
点
、
仮
に
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
の
生
ま
れ
と
な
る
（
時
に
正
家
三
十
七
歳
）。
死
因
は
明

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
と
も
と
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
こ
れ
だ
け
大
き
な
祭
事
を
（
た
と
え
後
見
人
が

付
い
て
い
た
に
せ
よ
）
十
代
の
少
年
が
取
り
仕
切
る
の
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
享
年
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
祭
事
か
ら

程
を
経
ず
に
逝
去
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
そ
の
心
労
も
災
い
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
祀
ら
れ
た
楠
公
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
正
一
位
を
追
贈
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
人
々
の
関
心
が
集
ま
っ
た
時
期
に
催
さ
れ
た
こ

の
祭
事
が
契
機
と
な
っ
た
も
の
か
、
兄
の
後
を
受
け
て
一
家
を
支
え
た
正
彦
の
代
に
も
、
引
き
続
き
世
間
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
正

彦
に
関
す
る
『
系
譜
』
中
の
記
載
に
注
目
し
よ
う
。
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正
彦
　
同
上
（
正
家
）
男
、
戸
籍
上
及
通
稱
共
三
彦
。
母
同
上
。
妻
こ
と
、
滋
賀
縣
高
島
郡
本
庄
村
北
船
木
士
族
奥
山
三
千
之
助
長
女
。

生
後
半
ヶ
年
ニ
シ
テ

父
ヲ

失
ヒ

專
ラ

母
ニ

育
テ
ラ
ル

（
以
下
、
略
歴
省
略
）。

　
　
　
明
治
二
十
六
年
四
月
十
日
傳
來
ノ
楠
家
遺
物
、
有
栖
川
威
仁
親
王
殿
下
ノ

尊
覧
ニ

供
ス

。
樞
密
顧
問
官
文
事
秘
書
官
長
細
川
潤
次
郎

君
・
京
都
府
知
事
千
田
貞
暁
君
及

第
三
高
等
中
學
校
長
折
田
彦
市
君
亦
参
觀
セ
ラ
ル

。

　
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
四
月
十
日
の
出
来
事
は
翌
日
の
『
日
出
新
聞
』
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
記
事
の
詳
細
も
『
系
譜
』

中
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
有
栖
川
威
仁
親
王
・
細
川
潤
次
郎
・
千
田
貞
暁
・
折
田
彦
市
の
四
氏
は
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
ほ
か
、

三
十
点
以
上
も
の
貴
重
な
遺
品
を
観
覧
。
有
栖
川
親
王
が
鎧
を
直
接
着
け
て
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
や
、
細
川
氏
が
楠
公
の
妻
滋
子
の
手
に
な
る

『
伊
勢
物
語
』
の
書
写
本
に
驚
嘆
し
、
他
の
資
料
も
含
め
今
後
二
・
三
日
通
い
詰
め
て
熟
覧
し
た
い
と
い
う
意
向
を
示
し
た
こ
と
な
ど
が
報
道
さ

れ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
『
日
出
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
四
月
十
一
日
（
火
）・
第
二
四
一
七
号
（
一
面
六
段
目
）
に
「
楠
公
の
遺
物
」
と

い
う
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
『
系
譜
』
の
記
載
と
齟
齬
を
き
た
す
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
さ
ら
に
翌
（
一
八
九
四
）
年
一
月
に
は
前
掲
細
川
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
京
都
帝
国
大
学
に
『
楠
家
傳
來
重
寶
寫
巻
』『
同
證
書
巻
』
二
巻
が

貸
し
出
さ
れ
た
よ
う
だ
。
返
却
に
際
し
当
時
の
総
長
濱
尾
新
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状
の
文
面
が
忠
実
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
二
年
後
の
明

治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
は
、
京
都
で
開
催
さ
れ
た
帝
国
教
育
大
会
で
伝
来
品
の
公
開
観
覧
会
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
や
は
り
、
大
会
長

渡
邊
千
秋
氏
か
ら
送
ら
れ
た
感
謝
状
の
文
面
と
、遺
物
保
存
費
と
し
て
三
十
円
を
寄
附
さ
れ
た
旨
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
時
代
は
下
っ

て
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
一
月
、
京
都
岡
崎
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
に
も
京
都
帝
国
大
学
事
務
官
中
山
親
和
氏
の
依
頼
に
よ
っ
て
楠
公
像

ほ
か
数
点
が
出
展
さ
れ
た
よ
う
だ
。
京
都
市
教
育
会
長
久
原
躬
弦
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
感
謝
状
の
文
面
も
『
系
譜
』
中
に
そ
の
ま
ま
写
し
取
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
『
系
譜
』
中
の
記
載
か
ら
推
測
す
る
に
、
伝
来
品
の
献
上
に
よ
っ
て
岡
山
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て
家
業
を
廃
業
す
る
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に
至
っ
た
り
、
十
代
に
し
て
楠
公
祭
の
祭
主
に
担
ぎ
出
さ
れ
多
大
な
心
労
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
て
み
た
り
、
度
重
な
る
展
覧
会
・
研
究
機

関
へ
の
貸
し
出
し
や
、
慌
た
だ
し
い
日
程
で
の
公
家
の
訪
問
に
対
応
を
迫
ら
れ
た
り
、
そ
し
て
事
あ
る
ご
と
に
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
間

の
注
目
に
さ
ら
さ
れ
た
り
。
正
家
を
始
め
と
す
る
楠
公
の
末
裔
た
ち
に
と
っ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
時
代
は
、
一
家
の
伝
来
品
に
翻

弄
さ
れ
続
け
た
「
喧
噪
」
の
日
々
で
あ
っ
た
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
五

　
し
か
し
、
明
治
の
中
頃
に
は
百
二
十
点
以
上
存
在
し
た
は
ず
の
伝
来
品
も
、
こ
の
後
、
わ
ず
か
百
三
十
年
足
ら
ず
の
間
に
一
つ
残
ら
ず
そ
の

姿
を
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
単
純
計
算
を
す
れ
ば
、
一
年
に
一
点
ず
つ
貴
重
な
伝
来
品
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
計
算
に
な
る
。『
系
譜
』
中

に
記
さ
れ
た
岡
山
藩
へ
の
献
上
品
や
先
の
新
聞
記
事
に
見
ら
れ
た
大
石
良
雄
へ
の
寄
贈
の
一
件
な
ど
を
見
る
と
、
も
と
も
と
同
家
に
は
懇
意
に

す
る
者
や
懇
望
す
る
者
に
は
伝
来
品
を
気
前
よ
く
寄
贈
・
献
上
し
た
り
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
貸
与
し
て
き
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
（
御
当

主
か
ら
の
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
有
栖
川
親
王
訪
問
の
際
に
も
何
点
か
が
献
上
さ
れ
た
ら
し
い
）。
し
か
し
、
正
家
没
後
数
十
年
の
間

に
伝
来
品
喪
失
の
危
機
は
徐
々
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
も
あ
り
具
体
的
な
引
用
は
避
け
る
が
、

『
系
譜
』
一
巻
の
巻
末
に
は
伝
来
品
や
遺
産
を
守
り
抜
こ
う
と
し
た
母
（
す
な
わ
ち
正
家
の
妻
）
に
対
す
る
正
彦
自
身
の
讃
辞
が
捧
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
を
見
る
と
、
他
家
に
貸
し
出
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
物
も
何
点
か
あ
っ
た
よ
う
だ
。
い
っ
た
ん
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
の
噂
が

立
つ
と
、
そ
れ
ま
で
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
人
か
ら
も
貸
与
の
要
請
が
重
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
返
却
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
そ

う
な
気
配
を
感
じ
取
っ
た
時
、
正
家
の
妻
三
千
子
は
取
り
戻
し
に
奔
走
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
苦
労
た
る
や
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

現
御
当
主
の
記
憶
を
辿
っ
て
も
、
そ
の
後
も
展
覧
会
等
へ
の
出
展
要
請
は
折
々
続
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
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や
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
混
乱
時
に
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
焼
失
し
た
り
し
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
。
今
と
な
っ
て
は
そ
の
行

方
を
追
う
こ
と
は
難
し
く
、
焼
失
し
た
も
の
は
二
度
と
戻
っ
て
は
来
な
い
。
一
族
が
代
々
伝
え
て
き
た
家
宝
は
、
ま
さ
に
一
炊
の
夢
の
ご
と
く

そ
の
姿
を
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
家
の
伝
来
品
は
儚
く
消
え
去
っ
て
も
、
人
々
が
生
き
た
証
だ
け
は
今
日
も
妙
満
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。
楠
繁
夫
こ
と
正
家
だ
け

は
別
所
（
實
報
寺
）
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
「
貴
嶺
六
代
」
に
数
え
ら
れ
た
人
々
や
早
世
し
た
兄
弟
た
ち
は
、
多
く
こ

の
地
（
妙
満
寺
）
に
骨
を
埋
め
て
い
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。
な
か
で
も
、「
於
家
其
功
代
々
の
先
蹤
ニ
起
た
り
」（『
系
譜
』）
と
崇
め
ら
れ
、『
系
譜
』

前
半
部
の
執
筆
者
と
目
さ
れ
る
瓦
全
の
孫
正
克

（
（1
（

の
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
辞
世
の
和
歌
は
、
一
族
の
思
い
を
代
弁
し
た
も
の
と
し
て
、
ひ
と
き
わ
心

を
打
つ
。

　
　
世
を
思
ひ
君
を
お
も
ひ
の
ミ
な
と
川
き
よ
き
流
を
汲
も
か
し
こ
し

　
死
の
間
際
に
あ
っ
て
も
、
正
克
の
脳
裏
を
よ
ぎ
り
続
け
た
も
の
は
、
湊
川
で
戦
死
し
た
正
成
の
雄
姿
と
、
そ
の
血
筋
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
矜
持
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
き
よ
き
流
を
汲
も
か
し
こ
し
」
の
措
辞
に
は
、
そ
の
よ
う
な
血
筋
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
僥
倖
を
愛
で
慈
し
む

気
持
ち
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
そ
の
想
い
は
、
ひ
と
り
正
克
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
瓦
全
も
含
め
「
貴
嶺
六
代
」
に
数
え
ら
れ
た
人
々
も
、
そ
し

て
そ
の
称
号
こ
そ
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
晩
年
湊
川
神
社
の
祢
宜
補
を
務
め
た
瓦
全
の
曾
孫
正
家
も
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
家
宝
を

展
覧
に
供
し
、
自
ら
の
血
筋
を
世
に
示
そ
う
と
し
た
そ
の
子
正
雄
・
正
彦
も
、
そ
し
て
今
日
ま
で
楠
姓
を
守
り
続
け
て
き
た
多
く
の
子
孫
の
方
々

も
、
お
そ
ら
く
は
皆
同
じ
よ
う
に
楠
公
の
血
筋
に
あ
る
誇
り
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
祖
霊
を
祀
り
続
け
て
き
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
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注（
１
）	『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
三
十
二
号
（
昭
四
十
二
・
二
）
所
収
「
全
国
大
会
の
記
」（
浅
田
善
二
郎
氏
稿
）
に
、昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
十
月
二
十
四
日
、

第
十
八
回
俳
文
学
会
全
国
大
会
の
俳
跡
見
学
と
し
て
移
転
前
の
妙
満
寺
を
訪
ね
「
貞
徳
画
像
、
盆
山
記
、
雪
の
庭
そ
の
他
」
を
拝
観
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
加
藤
定
彦
氏
に
移
転
後
の
妙
満
寺
を
訪
問
し
た
所
感
を
つ
づ
っ
た
「
妙
満
寺
と
雪
の
庭
」（『
俳
文
学
研
究
』
第
四
号
　
昭
六
十
・
十
）
と
題

す
る
文
章
が
あ
る
。

（
２
）	

前
掲
中
村
氏
に
よ
れ
ば
、「
信
尼
」は
古
く
か
ら
女
性
の
出
家
者
に
授
与
さ
れ
て
き
た
位
号
で
あ
り
、出
家
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
。
た
だ
し
、

位
号
の
付
け
方
に
は
時
代
的
な
変
遷
も
あ
り
、
正
式
な
尼
僧
で
あ
っ
た
の
か
、
得
度
の
み
で
修
行
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
単
に
篤
信
者
と
い
う
意

味
に
留
ま
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
結
婚
前
の
宗
派
の
影
響
も
あ
る
と
の
こ
と
。

（
３
）	

引
用
に
際
し
、
適
宜
濁
点
句
読
点
を
任
意
に
補
っ
た
。
以
下
『
系
譜
』
の
引
用
に
関
し
て
は
同
じ
と
す
る
。

（
４
）	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/heian-jinbutus.htm

l

）
に
よ
る
。

（
５
）	「
天
月
―B

O
O

K

」
の
ブ
ロ
グ
「
楠
木
探
訪
録 

そ
の
77
柏
原
氏
そ
の
②
」（http://blog.zaq.ne.jp/kusunoki/

）
に
よ
る
。

（
６
）	『
大
系
譜
』
に
は
「
兵
衛
。
河
内
太
郎
。
従
四
位
下
河
内
守
。
博
学
多
才
也
。
能
達
古

（
マ
マ
）

実
矣
。
義
政
公
之
愛
臣
也
。
寬
正
二
年

0

0

0

0

爲
丹
波
國
守
護
職
。
同

六
年
与
管
領
政
長
有
不
和
事
而
辞
職
云
云
。
…
文
明
十
年
六
月
三
日
死
五
十
七
」
と
あ
る
。

（
７
）	

注
（
５
）
ブ
ロ
グ
で
は
同
家
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
仮
説
も
示
し
て
い
る
。

１
　
柏
原
氏
に
嘉
助
を
名
乗
る
者
が
多
い
の
は
、
同
じ
名
を
名
乗
る
者
が
多
い
関
一
族
（
柏
原
町
の
隣
町
三
宅
町
に
居
住
）
の
分
流
で
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
か
。

２
　
京
都
府
大
江
町
（
現
福
知
山
市
）
の
豪
農
平
野
家
に
楠
公
の
家
臣
柏
原
氏
の
末
裔
と
い
う
伝
承
が
あ
る
点
か
ら
、
同
家
も
臣
下
筋
の
家
系
で
は
な

い
か
。

　
　
い
ず
れ
も
明
確
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
特
に
１
の
「
嘉
助
」
名
は
正
雅
が
丹
波
国
上
杉
村
か

ら
京
に
転
住
し
た
後
、
扇
商
に
お
い
て
名
乗
っ
た
名
前
で
あ
り
、『
大
系
譜
』
を
見
て
も
そ
れ
以
前
に
嘉
助
を
名
乗
っ
た
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
８
）	

書
架
番
号:

Ｄ
三
―
一
〇
〇
七
。

（
９
）	

当
日
（
明
治
十
年
七
月
十
九
日
）
の
新
聞
記
事
は
未
見
だ
が
、
後
掲
『
日
出
新
聞
』
明
治
十
八
年
七
月
二
十
一
日
（
火
）・
第
八
十
八
号
（
三
面
四
段
目
）

の
記
事
の
中
に
、
そ
の
時
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	

引
用
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
。
以
下
、
本
稿
で
の
『
日
出
新
聞
』
の
引
用
は
同
マ
イ
ク
ロ
版
に
よ

る
こ
と
と
し
、
引
用
に
際
し
て
は
必
要
な
も
の
以
外
振
り
仮
名
を
省
き
、
適
宜
句
読
点
等
を
補
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
引
用
記
事
の
中
で
「
後
見
」
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と
さ
れ
る
「
生
駒
正
久
」
は
正
雄
の
叔
父
（
正
家
の
弟
）。『
系
譜
』
に
は
「
駒
市
。
禁
裡
御
所
御
内
生
駒
山
圀
為
養
子
、
号
匠
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	『
系
譜
』
に
は
「
二
男
」
と
あ
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
12
）	
瓦
全
一
族
の
墓
碑
は
【
図
Ａ
―
２
】
の
よ
う
に
左
右
二
列
（
た
だ
し
、
⑦
だ
け
は
後
ろ
中
央
）
に
配
さ
れ
、
先
述
し
た
よ
う
に
風
化
に
よ
る
崩
壊
防
止

の
た
め
ワ
イ
ヤ
ー
で
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
。
右
列
の
①
は
先
祖
代
々
の
墓
（
文
化
七
年
建
立
）、
②
は
瓦
全
の
両
親
の
墓
、
そ
し
て
③
が
瓦
全
夫
婦
の
墓

と
な
る
。
左
列
④
は
瓦
全
の
兄
（
正
當
・
正
博
）
と
妹
（
く
に
）
の
墓
。
⑤
は
瓦
全
の
伯
父
（
正
榮
）
ほ
か
二
名
（
戒
名
の
判
読
不
能
）
の
墓
、
⑥
が
瓦

全
の
息
子
（
正
度
） 

夫
婦
、
そ
し
て
⑦
が
瓦
全
の
孫
（
正
克
）
夫
婦
の
墓
と
な
る
。
瓦
全
夫
婦
の
墓
碑
銘
は
判
読
し
づ
ら
い
が
、『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
寺

田
貞
次
著
　
村
田
書
店
　
大
正
十
一
年
初
刊
、
昭
和
五
十
一
年
覆
刻
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
判
読
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
妙
法 

蓮
池
院
瓦
全
日
芳
　
詠
月
常
清 

霊 

　
　
　
　
　
　 

蓮
心
院
妙
恵
日
栄
　
妙
雅
孩
女

	

瓦
全
夫
婦
の
下
に
「
詠
月
常
清
」「
妙
雅
孩
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
早
世
し
た
二
人
の
乳
幼
児
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
右
下
の
「
詠
月
常
清
」

が
七
歳
で
没
し
た
長
男
の
安
太
郎
、
左
下
の
「
妙
雅
孩
女
」
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
襁む

つ
き褓

の
内
に
亡
く
な
っ
た
長
女
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
墓
碑
の
向
か
っ
て
左
側
面
に
は
「
柏
原
氏
」
の
文
字
、
右
側
面
に
は
瓦
全
の
辞
世
句
「
も
た
れ
た
る
巨
燵

即
す
な
は
ち

寂
光
土
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

詳
細
は
前
掲
拙
稿
「『
柏
原
家
系
譜
』
と
五
升
庵
瓦
全
の
家
系
―
扇
商
の
実
態
を
中
心
に
―
」
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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【
図
版
】

Ａ
―
１ 

瓦
全
一
族
の
墓
碑
（
妙
満
寺
）　
　
　
　
　   

Ａ
―
２  

墓
碑
の
配
置 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

Ｂ
　『
大
系
譜
』（
右
）
と
『
系
譜
』（
左
）

Ｃ
　
正
家
の
略
伝(

『
系
譜
』)

Ｄ
　
貴
嶺
扇
の
引
札

　
　（
岡
山
市
立
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
国
富
文
庫
、
〇
九
六-

三
七-

二
）

⑦

⑥

⑤

④ ③

②

①
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【
系
図
】

（
永
仁
二―

建
武
三
）

（
嘉
永
元―

正
平
三
）

正
成

正
行

（
？―
？
）

正
氏

（
？―

？
）

正
季

（
？―

？
）

恵
秀

（
？―

？
）

（
文
中
二―

元
中
十
）

（
早
世
）

正
時

正
盛

正
護

（
？―

？
）

（
正
平
四―

元
中
十
）

（
応
永
二
十
九―

文
明
十
）

（
？―

大
永
六
）

（
明
応
八―

元
文
二
十
）

（
？―

天
正
五
）

正
虎

正
明

正
親

正
泰

（
天
授
五―

宝
徳
三
）

（
？―

康
正
元
）

正
眞

公
成

源
秀

正
勝

（
元
徳
二―
元
中
八
）

正
儀

（
天
授
三―

元
中
十
二
）

正
元

（
天
正
九―

寛
永
十
七
）

（
慶
長
六―

明
暦
元
）

（
天
文
十
八―

天
正
十
三
）

（
？―

正
徳
元
）

（
？―

享
保
十
五
）

（
？―

元
文
三
）

（
？―

元
文
三
）

正
春

正
廣

15
正
亮

16
正
茂

17
正
雅

正
榮

男
子

【
扇
商
初
代
】

（
？―

宝
暦
四
）

（
宝
永
五―

宝
暦
九
）

（
元
文
三―

明
和
五
）

（
？―

元
和
元
）

正
長

（
慶
長
八―

延
宝
三
）

 

正
重

（
？―

承
応
二
）

正
敬

（
？―

寛
文
八
）

正
定

正
實

18
正
陳

19

正
當

【
扇
商
二
代
目
】

（
？―

正
徳
四
）

男
子

【
扇
商
三
代
目
】

（
寛
保
二―

明
和
六
）

（
明
和
八―

安
永
六
）

正
博

男
子

（
寛
文
十
二―

寛
文
十
二
）

（
延
享
二―

文
政
八
）

（
安
永
七―

文
政
十
）

 

男
子

20
正
員
（
瓦
全
）

21
正
度

（
？―

正
徳
四
）

泰
音

【
扇
商
四
代
目
】

（
？―

寛
延
三
）

男
子

【
扇
商
五
代
目
】

（
安
永
九―

天
保
七
）

正
業

凡
例

●

煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
傍
系
や
「
女
子
」
と
記
さ
れ
た
部
分
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
生
没
年
以
外
の
略
伝
等
も
す
べ
て
省
略
し
た
。

●
『
大
系
譜
』
『
系
譜
』
と
も
に
生
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
が
、
享
年
か
ら
割
り
出
せ
る
も
の
は
全
て
補
っ
た
。
逆
に
手
が

り
と
な
る
記
載
が
全
く
な
い
場
合
は
「
？
」
で
示
し
た
。
ま
た
「
正
盛
」
「
正
元
」
の
没
年
が
そ
れ
ぞ
れ
元
中
十
、
十
二
年
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
南
朝
の
年
号
で
あ
る
元
中
は
九
年
ま
で
し
か
な
く
、
そ
れ
以
後
は
北
朝
の
年
号
で
あ
る
明
徳
に
統
一
さ
れ
る
。
従
っ
て

統
一
年
号
で
言
え
ば
、
元
中
十
年
は
明
徳
四
、
同
十
二
年
は
応
永
二
年
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
任
意
に
改
め
ず
『
大
系
譜
』
の

記
載
の
ま
ま
と
し
た

●
『
系
譜
』
に
は
、
「
正
亮
」
に
関
し
て
「
贈
正
三
位
左
近
衛
中
将
河
攝
泉
三
州
之
太
守
橘
正
成
卿
十
五
代
之
後
胤

、
、
、
、
、
、
」
と
記
さ
れ
て
お
り

そ
れ
を
基
準
に
し
て
そ
れ
以
降
の
当
主
の
代
数
を
私
に
算
用
数
字
で
示
し
た
。

（
文
化
元―

万
延
元
）

（
？―

？
）

（
慶
應
二―

慶
應
二
）

22
正
克

【
扇
商
六
代
目
】

23
正
家

男
子

【
扇
商
七
代
目
】

（
？―

？
）

（
天
保
六―

安
政
六
）

永
正

24
正
雄

（
？―

？
）

繁
彦

（
？―

？
）

（
？―

？
）

正
久

25
正
彦

（
元
禄
四―

宝
暦
二)

僧
都
日
寛

【
系
図
】
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